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Nicholas II, the last emperor of Russia, was widely known for keeping 
diaries almost every day.　The purpose of this article is to describe the 
February revolution, his abdication, and the conﬁnement after that, mainly 
relying on his diaries.　But generally, they contain concise descriptions of his 
public and private life.　We can seldom ﬁnd what the last tsar thought at that 
time.　Therefore, other historical materials, including the memoir of the 
French ambassador in Russia （1914-1917）, Maurice Paléologue and so on, are 
used to make up for this defect.
Until the revolution broke out, Nicholas II had rejected the demand of 
political parties in Russia and also Allied Powers to organize a kind of the 
parliament system to effectively mobilize all the resources to the World War I.　
He persistently insisted that the principle of autocracy must be preserved.　At 
the same time, he did not listen to the criticism that the bad reputation of 
Rasputin, the friend of the emperor and empress, had eroded his rule.　At the 
last moment, he abdicated not for his son, the crown prince but for his brother.　
Because he did not want to be separated from his son, because of his 
hemophilia.
After the abdication, he and his family had lived for about a year and a 
half under the house arrest in Tsarskoye Selo, Tobolsk, and Ekaterinburg.　He 
had been interested in the war.　He hoped the victory.　So, he got very angry 
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at the singing of the separate peace with Germany.　He feared that the 
Bolshevik government might force him to approve it.　But he did not write in 
the diary what had been wrong with his rule in detail.
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はじめに





















 1） 拙稿「アレクサンドラ・フョードロヴナの日記 1917－1918年」、大阪学院大学『国
際学論集』第26巻 1 ・ 2 号、2015年12月。拙稿「日露戦争と第一次ロシア革命－ニ
コライ 2世の日記から－」、大阪学院大学『国際学論集』第16巻 1 号、2005年 6 月。
 2） Maurice Paléologue, La Russie des tsars pendant la Grande Guerre 19 Août 1916-17 
Mai 1917 , Paris, 1921.
 3） ニコライ日記のテキストは次に拠った。Дневник императора Николая II （1894-



























 4） もっともニコライ日記は、1918年 2 月 1 /14日から 3月18/31日まで、露暦と西暦が

































































れた。Joseph T. Fuhrmann, Rasputin : the untold story, Hoboken, 2013. p.180.
























































































































いということである。」（ 2月 8 /21日）
5週間ほどの前の革命とは大公らよる宮廷クーデタの失敗のことを意味































































 7） Дневник императора Николая II （1894-1918）, Т.2, Ч.2., стр.349-350.





























 8） Там же, стр.350-1.






























10） Там же, стр.353-4.
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「 4 月 2 日神聖なキリストの復活　昼間、橋のところで作業をした。し
かしすぐに格子越しに多数のやじ馬が集まった。立ち去り、そして残りの
時間を庭においてつまらなく過ごさざるを得なかった。」
「 4 月 6 日木曜日　アレクセイと同時に散歩、他方日中は橋の下の水門
のところとその後小川のところで氷を割った。この際理由は分からないが
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至る所に将校以外に 6人の狙撃兵が随伴していた！」
革命に伴い兵士の前皇帝に対する態度も変化する。






































































































「 7 月 6 日木曜日　幸いなことに、ペトログラードにおける圧倒的多数
の部隊は自己の義務に忠実なままであり、通りにおける秩序は再び確立さ
れた。」































































8 月 1 日午前 5時、ニコライたちは、ツァールスコエ・セローのアレク
サンドル宮殿を出発した。中東鉄道に乗り換え、 2 編成の列車で東進。
チュメニに着いたのは、 8 月 4 日午後11時半。そこから船に乗り換え、






イに日記によれば次の通り。「 8 月 6 日日曜日　昨日正餐の前にグリゴリー〔ラス
プーチン〕の故郷であるポクロフスキー村の付近を通り過ぎたことに言及するのを
忘れた。」














































































た。11月 9 日、人民委員会議長レーニン（Ленин, Владимир Ильич）は、
前線に対して電報を発している。陣地の諸連隊は、敵との休戦に関する交
渉に正式に入るための全権を直ちに選ぶようにせよと。




































































































17） Там же, стр.440-2.　マリア・フョードロヴナとクセニアは、ロマノフ家にあって
は例外的にイギリスに亡命することができた。マリアはそののちに故国デンマーク
に移り住む。



























































19） Там же, стр.444.

























20） このときもラスプーチンの家の近くを通った。 4 月14日のニコライの日記によれ
ば、「ポクロフスキー村で、馬の付け替えがあり、ちょうどグリゴリーの家の向か
いに長く止まった。そして窓から顔を出している彼の全家族の顔を見た」。






























22） Дневник императора Николая II （1894-1918）, Т.2, Ч.2., стр.455-6.
























































































「 6 月14日木曜日　最近、私たちは、次々と 2 通の書簡を受領した。そ
の中において、私たちは忠実なものにより奪還される準備が行われている
ということが私たちに知らされていた！しかし数日が過ぎ、何も起きな

































































64 国 際 学 論 集
